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【あらまし】大学で使用される統計解析の教科書は,

数式が多用されている場合が多い。そのため,人文系

学部に所属する大学生には受け入れにくいものであ

り,統計解析に対する学習の動機づけを損なっている

可能性も否定できない。そこで,本研究では,人文系

学部生を対象に,統計解析の基礎を学習するための教

材を開発した。その特徴は,(1)数学的な事前知識をで

きるだけ必要としないで学習が進められること, (2)教

材は「理論編」と「実習編」で構成されており,机上

で理論を学ぶだけではなく,統計処理パッケージソフ

トを用いて実際のデータを解析することで,分析手法

や結果の解釈,考察の進め方が理解できること,など

である。この教材を用いて,6日間の集中講義を実施

し,受講生に対する期末試験などの結果を通して,学

習の効果を評価した。

1.は じ め に

心理学や経済学・社会学,医学・薬学,看護学の各

分野では,統計学の知識が不可欠であるため,学部の

授業で統計の基礎を学ぶ場合が多い。しかしながら,

大学の講義で使用される統計解析の教科書は,数式が

多用されている場合が多く(田中ほか1994),人文系学

部に所属する大学生には受け入れにくいものである。

そのため,統計解析に対する学習の動機づけを損なっ

ていると思われる。最近は,人文系大学の学部生向け

の入門書(田中ほか1992,大櫛ほか1999)や,ある特

定の統計処理パッケージソフトの利用法を解説したも

のも数多くあるが(市川ほか1993,大櫛ほか訳1998,

石村1999,室ほか1999),授業場面で活用した実践報告

は少なく,その学習評価の検討も十分に行われている

とはいえない。

そこで,本研究では,人文系大学生を対象とした統

計解析学習用教材を開発した。これは,統計に関する

入門者向けの教材であり,数式を多用せず,高校で文

化系科目を履修した学生を対象に開発されたものであ

る。この教材を用いて,経済学部の学生を対象に,6

日間の集中講義を行い,受講生に対して実施した期末

試験と自由記述による質問紙の調査結果から,学習効

果を評価した。

2.統計解析学習用教材の開発

2. 1.教材のねらい

本教材のねらいは,統計解析を行うために必要な基

本概念を学習し,データ解析を行うための手法を習得

することにある。統計学の基礎となる理論を教授する

だけではなく,統計処理パッケージソフトを利用し,

身近なデータを解析することで,理解を深めることを

目的とした。こうした目的を実現するために,教材は

「理論編」と「実習編」で構成されている。理論編で

は,データ解析を行うために必要な理論を学び,実習

編では,コンピュータを用いて実データを解析する手

法を解説した。以下では,これらの教材設計について

紹介する。

2. 2.教材設計

(1)理論編

理論編では,講義形式の一斉授業を行った。教授者

1名に対して,多数の学生が聴講する形式である。こ

の教材の教授項目は,次の通りである。

・データの尺度水準:間隔尺度,比率尺度,順位尺

度,名義尺度

・記述統計量:代表値(平均値,中央4直,最頻値),

ばらつきを表す値(最大値,最小値,範囲,4分

位値,分散,標準偏差)
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・統計的仮説検定:有意差検定,帰無仮説,有意水

準,2種類の誤り(第1種の誤り,第II種の誤り)

・t検定:データに対応がある場合と対応がない場

合,等分散性の検定

・実験計画法:要因,水準,実験計画の手順,被験

者間計画,被験者内計画,1条件あたりのデータ

個数の決定

・分散分析:1要因の場合,多重比較,2要因以上

の場合,主効果,交互作用

・交互作用:順方向・逆方向の交互作用,適正処遇

交互作用

・相関係数:2変数の因果関係,散布図の作成,外

れ値の影響,レンジ効果

・回帰直線

・各章末ごとの課題

(2)実習編

実習編では,代表的な表計算ソフトであるExcel

と,統計処理パッケージソフトSPSSを用いて演習を

行った。 SPSS を用いた理由は, Windows環境で作業

ができること,我が国で最もよく利用される統計処理

パッケージソフトの1つであること,演習に使用する

教室の端末に, SPSSがインストールされていたこと,

などである。この教材の教授項目は,次の通りである。

① 基礎編

データ解析を行うための基礎を学習する。以下

に示した項目を学習する。

・データ形式:レコード,フィールド, CSV

形式,データ形式の定義

・データクリーニング

・不正データのチェック

・欠損値の取り扱い方

・尺度水準

②Excel編

表計算ソフトの基本概念を理解するために,次

のような項目を学習する。

・シート(ブック)の保存

･セルの入力,結合,挿入,複写,削除および,

セル幅の変更

・データの入力と修正

・関数式の利用:平均値,合計,標準偏差,数

値の個数,最大値,最小値の算出

・IF関数の利用:条件の設定

・VLOOKUP関数の利用:参照テーブルの作

成

・クロス集計表(ピポットテーブル)の作成

・グラフの作成:棒グラフ,散布図,折れ線グ

ラフなどを用いて,データを表現する

・演習問題:既習事項に沿って,実データを分

析する。

③ SPSS編

SPSSを用いて,演習問題を解きながら,デー

タ解析の理解を深める。以下に,学習項目を示す。

・SPSSの起動,終了

･データの入力,保存,印刷,追加,変換:Excel

のデータをSPSSに読み込む,SPSSのデー

タをExcel形式で保存する

・変数名の入力

・データの型を決める:値ラベルを設定する

・記述統計量の算出:アンヶ-卜を集計する,

アンヶ-トのデータをSPSSに入力する,集

計処理,集計結果

・クロス集計

・ヒストグラムの作成

・相関係数の算出

・1サンプルのt検定

・2つの母集団の平均の差の検定

・t検定

・分散分析

・χ2検定

・単回帰分析

・重回帰分析

・主成分分析

・因子分析

・クラスター分析

・共分散分析

・判別分析

3.授 業 実 践

本章では,第2章で述べた統計解析学習用教材を用

いて行われた授業実践の状況を,｢理論編｣と｢実習編｣

に分けて,それぞれ説明する。

(1)理論編での授業実践

理論編の授業時間は,9 :00~12 : 10までの一斉集

団授業を6日間行った。この授業では,理論編の教材

を受講生に配布して講義をした。教授者は1名で,受

講生は38名であった。

教授者が各章の解説を行った後,章末に設定してあ

る課題を各自で解くことにより,受講生の理解を深め

られるように配慮した。最後に,課題の解説を行い,

受講生からの質問や意見などを受けた後に,新しい章

の説明を行っていくという授業形態を取った。

数式を用いた公式の証明や定義式の説明などは極力

避け,調査の方法論や実験計画法,分析手順や分析結

果をどのようにして解釈し,考察を進めていくのかを

教授することに力点をおいた｡これらは,統計処理パッ

ケージソフトに依存しない教授内容であるため,実習

編を受講できなかった学生にも役立つように考慮した

ものである。
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(2)実習編での授業実践

実習編の授業時間は,13 : 00~16 : 10までの演習形

式の授業を6日間行った。この授業では,実習編の教

材を受講生に配布して講義をした。教授者1名に対し

て,受講生は47名であった。これらの受講生には,午

前中に行われた｢理論編｣を受講していない学生も含

まれている。また,午前中の理論編を受講しているが,

午後からの実習編を受講していない学生も存在する。

受講生1名に端末が1台づつあり,各自がExcelお

よびSPSSを起動し,演習問題に取り組む。教授者は,

教卓のパソコン画面をプロジェクタで投影し,受講生

と同じコンピュータ環境の画面を示しながら,解説を

行った。

授業形態は,一斉指導と個別指導を併用したもので

あった。教材に示されている内容については一斉指導

を行った。その一方で,受講生が演習問題を解いてい

る時間は,教室内を巡回し,質問のある受講生に対し

て個別指導を行った。

本講義では,統計処理パッケージソフトとして

SPSSを用いた。 しかしながら, SPSSは,あくまで

もツールであり, SASなど他のツールを用いた場合で

も,入力データが同じであれば,同じ分析結果が得ら

れる。そのため, SPSS特有の操作や手順を解説する

ことに終始することなく,どのような統計処理パッ

ケージソフトを用いても柔軟に対応できるような一般

性の高い普遍的な知識が獲得できるように配慮した。

4.学習評価

4.1 方法

(1)学習者

学習者は,｢理論編｣の受講生の男女38名であった(男

性26名,女性11名)。名古屋市内の大学に在籍する経済

学部の学生である。統計学に関しては初学者であり,

入門期の学生である。

(2)材料および課題

理論編での学習評価を行うために,最終試験を作成

した。その課題の設問は,次の通りである。①尺度水

準の定義,特徴,具体例を述べる,②順位尺度を間隔

尺度として扱うことの利点と注意点,③「2種類の誤

り」について,その説明と具体例の提示,④対応のあ

るt検定の分析結果の解釈,⑤実験計画法,⑥分散分

析の適用条件とt検定との相違点,⑦術語の説明(相

関係数,被験者間計画,被験者内計画,多重比較,交

互作用),⑧講義への要望や疑問点,所感などを自由記

述するもので,次のような教示をした。すなわち,「本

講義への要望や疑問点,所感など,書いて下さい。本

題で記述した内容は成績にはいっさい関係しませんの

で,自由に書いて下さい。どのような改善点があるの

か,批判的な内容を期待します。今後の講義の改善に

役立てたいと思いますので,ご協力をお願いします。」

さらに,⑧の課題については,回答をしたくない場合

は無回答でもよい旨を伝えた。

課題①~⑦まで,すべて,本研究で開発した統計解

析学習用教材に含まれている内容であった。

本研究では,理論編の最終試験の結果を学習評価の

分析対象とした。

(3)手続き

理論編の最終試験は,集団で行われた。 6日間の集

中講義の最終日に実施した。

<設問の課題①~⑥の回答時間は50分間,課題⑦~⑧

の回答時間は40分間,合計90分間であった。

最初に,課題①~⑥の問題用紙および回答用紙を各

学習者に配布し,試験を実施した。 50分間の回答時間

終了後,課題①~⑥の問題用紙および回答用紙を回収

した後,課題⑦~⑧を実施した。

また,課題①~⑥は,教科書および参考書の持ち込

みは不可能としたが,課題⑦~⑧は持ち込みを可能と

した。

さらに,課題⑧については,成績評価の対象にはな

らないことを教示し,批判的な内容を期待しているこ

とを告げた。

4.2結果と考察

(1)最終試験の成績の分析

最終課題①~⑦までを採点した。 100点満点として,

次に示す得点によって4段階に評価した。すなわち,

100~90点をA+,89~80点をA, 79~70点をB,69~60

点をC,とした。

図1 最終課題の成績

集計の結果,図1に,最終課題の成績を示した。

図1は,最終試験の成績を4段階で評定した結果を

度数分布表で表したものである。本研究では統制群が

ないこと,集中講義開始前の受講生の成績を調査して

いないこと,などの理由から,本研究で開発した教材
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を利用して集中講義を行うことによって成績が向上し

たということを直接示すことはできない。

しかしながら,統計学に関して入門期の学生が,本

研究で開発した教材を用いた集中講義を受講したこと

によって,全受講生38名のうち,27名が80点以上を取っ

たことが示された。これは,全受講生の約71%にあた

ることから,本研究で開発した教材を利用することに

よって,学習効果があると結論づけられる可能性が示

唆された。

(2)自由記述による質問紙の分析

課題⑧,講義への要望や疑問点,所感などを自由記

述の結果から分析した。回答をしたくない受講生は無

回答でも良い旨を伝えたため,回答があったのは38名,

無回答が4名であった。その主な内容は,次の通りで

ある。以下,自由記述の抜粋:

・文系の私にとっては難しい数式が出てくると,そ

れだけで拒否反応が出てしまうことがあるのです

が,先生の説明はわかりやすかったです。これか

らも文系の生徒のためにわかりやすい説明をお願

いします。 1週間ありがとうございました。

・配られたプリントにちゃんとそっていたり,生徒

にもプレッシャーにならない程度の発言を求めた

り,分からない所を皆にも公表したり多くの点で

わかりやすい授業でした。

・具体例が多く,また私が苦手な数式もあまり使わ

れなくて,非常に理解しやすかった。

・説明が分かりやすく,内容理解がしやすかったで

す。(途中省略)もっと進度が速くても大丈夫だと

思います。「説明に時間がかかりすぎている」と感

じた事もあったので。

･ちょっとペースが早かったと思います。先生の言っ

たことを頭で考え自分のものにしようとしている

ところに,次の問題が提起されていて,あわてて

次の問題に取りかかるといった忙しい場面が何度

かありました。

・午前中の理論編は受講できたが,午後の実習編は

登録できなかったのは非常に残念です。(途中省

略)具体例や説明が身近なものだったので,とて

も分かりやすかったです。

・黒板によく文字を書いて説明してくれたことは理

解しやすかったと思う。でも,自分としては,も

う少し数式を使って説明してほしかった。自分は

数式を理解する方が,理解しやすいからである。

上述のように,受講生の自由記述による回答から,

できるだけ数式を用いないで説明したことに対して,

おおむね好意的な回答が得られた。その反面で,数式

を用いた方が理解しやすいとする回答も1件あった。

これにより,教材には数式で説明する部分も新たに

設け,数式の方が理解しやすい受講生は,そちらを参

照することで理解を深められるような工夫が必要であ

ると結論づけられる。

また,「理論編」と「実習編」の講義を両方とも受講

希望している学生が多かったことが分かった。

さらに,講義の進度については,丁寧に説明があっ

たので分かりやすかったという意見がある一方で,も

う少し進度を速くして欲しいという回答と,もっと

ゆっくり教えて欲しいという回答,この両者が存在し

た。これは学生の習熟度に応じたクラス分けをするこ

とで,改善できると考える。

5. まとめおよび今後の課題

本研究では,文化系学部に在籍する大学生を対象と

した統計解析学習用教材を開発した。この教材は,理

論編および実習編から構成されており,次のような特

徴を持つ｡数式をできるだけ用いないで解説したこと,

統計学の基礎的理論を習得できること,統計処理パッ

ケージソフトを用いて実データを分析する手法とその

結果を解釈する方法が理解できるように配慮したこ

と,などである。

この教材を用いて,人文系学部生を対象に,6日間

の集中講義を実施した。講義終了後,学習効果を評価

した結果,受講生の約71%が, 100点満点中80点以上取

得したこと,数式を用いないで解説したことがおおむ

ね好意的であった反面,数式で説明した方が分かりや

すいとする意見が1件あった。

今後の課題としては,実習編での課題レポートの成

績を集計し,理論編での成績との関連性を分析するこ

とがあげられる。
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